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★当 ファンドの仕組みは次の通りです。
商品分類 追加型投信／国内／株式
信託期間 2014年12月 5 日～2024年12月 4 日
運用方針 信託財産の成長をめざして運用を行ないます。
主要投資
対 象

わが国の金融商品取引所上場株式（上場予定
を含みます。）

株式組入
制 限 無制限

分配方針

分配対象額は、経費控除後の配当等収益と売
買益（評価益を含みます。）等とし、原則とし
て、信託財産の成長に資することを目的に、
配当等収益の中から基準価額の水準等を勘案
して分配金額を決定します。ただし、配当等
収益が少額の場合には、分配を行なわないこ
とがあります。

ダイワ日本株ニュー・グロース・ファンド
（ダイワＳＭＡ専用）

第 9期
運用報告書（全体版）

（決算日　2023年12月 4 日）
（作成対象期間　2022年12月 6 日～2023年12月 4 日）

受益者のみなさまへ
毎々、格別のご愛顧にあずかり厚くお礼申
し上げます。
当ファンドは、わが国の株式に投資し、信
託財産の成長をめざしております。当作成期
につきましてもそれに沿った運用を行ないま
した。ここに、運用状況をご報告申し上げま
す。
今後とも一層のお引立てを賜りますよう、
お願い申し上げます。

◇TUZ0460320231204◇

■信託期間終了日を2024年12月 4 日から2029年12月 4 日に
　変更する予定です。
　（変更実施日：2024年 2 月21日）



ダイワ日本株ニュー・グロース・ファンド（ダイワＳＭＡ専用）

決　　算　　期
基 準 価 額 ＴＯＰＩＸ（配当込み）

株　　式
組入比率

株　　式
先物比率

純 資 産
総　　額（分配落） 税込み

分配金
期　中
騰落率 （参考指数） 期　中

騰落率
円 円 ％ ％ ％ ％ 百万円

5期末（2019年12月 4 日） 14, 586 0 △ 2. 7 2, 594. 36 5. 9 97. 5 ― 2, 345 
6 期末（2020年12月 4 日） 20, 689 0 41. 8 2, 771. 52 6. 8 94. 7 ― 1, 992 
7 期末（2021年12月 6 日） 19, 477 0 △ 5. 9 3, 103. 84 12. 0 97. 0 ― 403 
8 期末（2022年12月 5 日） 19, 297 0 △ 0. 9 3, 187. 97 2. 7 96. 5 ― 444 
9 期末（2023年12月 4 日） 25, 541 0 32. 4 3, 966. 03 24. 4 96. 3 ― 753

（注 1）基準価額の騰落率は分配金込み。
（注 2）指数値は、指数提供会社により過去に遡って修正される場合があります。上記の指数は直近で知り得るデータを使用しております。
（注 3）株式組入比率は新株予約権証券を含みます。
（注 4）株式先物比率は買建比率－売建比率です。
※参考指数を「ＴＯＰＩＸ」から「ＴＯＰＩＸ（配当込み）」に変更しました。

 最近5期の運用実績

配当込みＴＯＰＩＸ（本書類における「ＴＯＰＩＸ（配当込み）」をいう。）の指数値及び同指数に係る標章又は商標は、株式会社
ＪＰＸ総研又は株式会社ＪＰＸ総研の関連会社（以下「ＪＰＸ」という。）の知的財産であり、指数の算出、指数値の公表、利用な
ど同指数に関するすべての権利・ノウハウ及び同指数に係る標章又は商標に関するすべての権利はＪＰＸが有する。ＪＰＸは、同指
数の指数値の算出又は公表の誤謬、遅延又は中断に対し、責任を負わない。当ファンドは、ＪＰＸにより提供、保証又は販売される
ものではなく、当ファンドの設定、販売及び販売促進活動に起因するいかなる損害に対してもＪＰＸは責任を負わない。
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ダイワ日本株ニュー・グロース・ファンド（ダイワＳＭＡ専用）

■基準価額・騰落率
期　首：19, 297円
期　末：25, 541円（分配金 0円）
騰落率：32. 4％（分配金込み）

■基準価額の主な変動要因
国内株式市況が大幅に上昇したことを受け、当ファンドの基準価額も上昇しました。くわしくは

「投資環境について」をご参照ください。

基準価額等の推移について 

運用経過

＊ 分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォーマンスを
示すものです。
＊ 分配金を再投資するかどうかについては、お客さまがご利用のコースにより異なります（分配金を自動的に再投資するコースがないファンドも
あります）。また、ファンドの購入価額により課税条件も異なります。したがって、お客さまの損益の状況を示すものではありません。

（円） （億円）

期　首
（2022. 12. 5）

期　末
（2023. 12. 4）

基準価額（左軸）　　　　分配金再投資基準価額（左軸）　　　　純資産総額（右軸）
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0

28, 000

26, 000

24, 000

22, 000

20, 000

18, 000

16, 000

（注）分配金再投資基準価額は、当作成期首の基準価額をもとに指数化したものです。
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ダイワ日本株ニュー・グロース・ファンド（ダイワＳＭＡ専用）

 年　　月　　日
基 準 価 額 ＴＯＰＩＸ（配当込み） 株　　式

組入比率
株　　式
先物比率騰落率 （参考指数） 騰落率

円 ％ ％ ％ ％
（期首）2022年12月 5 日 19, 297 ― 3, 187. 97 ― 96. 5 ―

12月末 18, 596 △ 3. 6 3, 101. 25 △ 2. 7 97. 3 ―
2023年 1 月末 19, 788 2. 5 3, 238. 48 1. 6 94. 1 ―

2 月末 20, 653 7. 0 3, 269. 12 2. 5 98. 0 ―
3 月末 21, 192 9. 8 3, 324. 74 4. 3 97. 3 ―
4 月末 22, 359 15. 9 3, 414. 45 7. 1 95. 3 ―
5 月末 22, 540 16. 8 3, 537. 93 11. 0 95. 5 ―
6 月末 25, 265 30. 9 3, 805. 00 19. 4 96. 6 ―
7 月末 25, 449 31. 9 3, 861. 80 21. 1 96. 7 ―
8 月末 25, 336 31. 3 3, 878. 51 21. 7 97. 7 ―
9 月末 25, 367 31. 5 3, 898. 26 22. 3 97. 3 ―
10月末 23, 707 22. 9 3, 781. 64 18. 6 98. 1 ―
11月末 25, 704 33. 2 3, 986. 65 25. 1 96. 3 ―

（期末）2023年12月 4 日 25, 541 32. 4 3, 966. 03 24. 4 96. 3 ―
（注）期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比。
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ダイワ日本株ニュー・グロース・ファンド（ダイワＳＭＡ専用）

■国内株式市況
国内株式市況は、大幅に上昇しました。
国内株式市況は、当作成期首より、世界的な景況感の悪化や日銀の政策変更による急速な円高進
行などで下落しました。2023年に入ると、中国のゼロコロナ政策見直しにより景気回復期待が高
まったことや、日銀総裁人事への不透明感が解消して円安が進んだことなどが好感され、 3月上旬
にかけて上昇しました。 3月半ばには、米国地方銀行の経営破綻や欧州金融機関の破綻懸念などで
金融不安が高まり下落しましたが、その後は、欧州金融機関の破綻回避などを受けて金融不安が一
定程度後退したことにより、上昇に転じました。 4月以降も、経済活動正常化や供給制約解消によ
り企業業績の回復が期待されたこと、日銀新総裁が金融緩和継続の方針を強調し円安が進行したこ
と、米国著名投資家の強気見通しにより海外投資家の資金が大量に流入したことなどから、大幅に
上昇しました。 7月に入り、日銀の政策修正観測や米国における長期金利の上昇や、中国の不動産
大手の債務不履行懸念などから下落する場面もありましたが、 8月半ばに発表された2023年 4 － 6
月期ＧＤＰ（国内総生産）成長率が予想を上回る高い伸びとなったことなどが好感され、再び上昇
しました。 9月下旬以降は、米国における長期金利の上昇や景気の先行き不透明感、パレスチナ情
勢の悪化などが懸念されて反落しましたが、11月には、10月の金融政策決定会合で長短金利操作
（イールドカーブ・コントロール）の運用が再修正された後の為替相場の反応が限定的であったこ
とや、ＦＯＭＣ（米国連邦公開市場委員会）を通過し米国の追加利上げ観測が後退したことなどを
好感して上昇しました。

投資環境について （2022. 12. 6 ～ 2023. 12. 4）

前作成期末における「今後の運用方針」

これまでの世界的な金融引き締めやインフレの影響により、国内外の景気や企業業績は悪化が目立
ち始めています。一方で、米国ではインフレピークアウトの見方が台頭してきており、今後は米国の
利上げペースの鈍化が期待されます。このような環境下において、当面は景気に左右されにくく、独
自要因により成長が期待される企業が評価される展開を想定しています。今後は、決算内容を精査
し、長期的な成長期待に変化がなく、割安感のある成長企業を見極めていく方針です。
ポートフォリオについては、ポストコロナ時代に成長が期待される銘柄を中心に構築していく方針
です。具体的には、ＤＸ（デジタルトランスフォーメーション）関連銘柄、情報セキュリティ関連銘
柄、ＥＶ（電気自動車）関連銘柄、再生可能エネルギー関連銘柄、人材関連銘柄、婚活サービス関連
銘柄、事業承継Ｍ＆Ａ（企業の合併・買収）関連銘柄などに注目してまいります。
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ダイワ日本株ニュー・グロース・ファンド（ダイワＳＭＡ専用）

・株式等の組入比率は、おおむね高位で推移させました。
・ 業種構成は、建設業やその他金融業などのウエートを引き上げました。一方、医薬品、電気・ガス
業、金属製品などのウエートを引き下げました。
・ 個別銘柄では、ポストコロナ時代に成長が期待されたエスプールや芝浦機械などを買付けました。
一方、業績見通しや株価指標などを考慮してリョービやＡｂａｌａｎｃｅなどを売却しました。

当ファンドは運用の評価または目標基準となるベンチマークを設けておりません。
以下のグラフは、当ファンドの基準価額と参考指数（ＴＯＰＩＸ（配当込み））との騰落率の対比
です。
当作成期における参考指数の騰落率は24. 4％となりました。一方、当ファンドの基準価額の騰落率
は32. 4％となりました。参考指数の騰落率を下回った化学や医薬品をアンダーウエートとしていたこ
となどがプラスに寄与しました。個別銘柄では、Ａｂａｌａｎｃｅやリョービなどがプラスに寄与し
ました。

（％）

当　期
（2022. 12. 5～2023. 12. 4）

基準価額
ＴＯＰＩＸ（配当込み）

35. 0
30. 0
25. 0
20. 0
15. 0
10. 0
5. 0
0. 0 （注）基準価額の騰落率は分配金込みです。

ベンチマークとの差異について

ポートフォリオについて （2022. 12. 6 ～ 2023. 12. 4）
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ダイワ日本株ニュー・グロース・ファンド（ダイワＳＭＡ専用）

当作成期は、信託財産の成長を考慮し、収益分配を見送らせていただきました。
なお、留保益につきましては、運用方針に基づき運用させていただきます。

 ■分配原資の内訳（ 1万口当り）

項 目
当 期

2022年12月 6 日
～2023年12月 4 日

当期分配金（税込み） （円） ―
対基準価額比率 （％） ―
当期の収益 （円） ―
当期の収益以外 （円） ―  

翌期繰越分配対象額 （円） 15, 541 
（注 1） 「当期の収益」は「経費控除後の配当等収益」および「経費控除後の有価

証券売買等損益」から分配に充当した金額です。また、「当期の収益以外」
は「収益調整金」および「分配準備積立金」から分配に充当した金額です。

（注 2） 円未満は切捨てており、当期の収益と当期の収益以外の合計が当期分配金
（税込み）に合致しない場合があります。

（注 3） 当期分配金の対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分
配金込み）に対する比率で、ファンドの収益率とは異なります。

（注 4） 投資信託の計理上、「翌期繰越分配対象額」は当該決算期末時点の基準価
額を上回る場合がありますが、実際には基準価額を超える額の分配金をお
支払いすることはございません。

分配金について

4603_20231204_交_鈴_S.indb   7 2024/01/18   13:58:54

6



ダイワ日本株ニュー・グロース・ファンド（ダイワＳＭＡ専用）

今後の運用方針

国内株式市場は、米国の景気が堅調であることや好調な企業業績の発表により、底堅く推移してい
ます。一方で、米国における金融機関の貸出態度厳格化や財政緊縮などによる経済への悪影響が懸念
されます。また、米国の学生ローン返済再開による個人消費への影響も懸念されます。さらに、中国
においては不動産市況のさらなる悪化も懸念されます。このような環境下において、米国の金融政策
も転換点を迎えつつあることから、当面は、独自要因により成長が期待される企業が評価される展開
を想定しています。今後も、決算内容を精査し、長期的な成長期待に変化がなく、割安感のある成長
企業を見極めていく方針です。
ポートフォリオについては、「投資テーマ」および「ＩＰＯ（新規株式公開）」に着目した銘柄選

別を行っていきます。「投資テーマ」については、半導体関連銘柄、在宅勤務を支援する銘柄、ＤＸ
（デジタルトランスフォーメーション）関連銘柄、サイバーセキュリティ関連銘柄、ＥＶ（電気自動
車）関連銘柄、再生可能エネルギー関連銘柄、婚活サービス関連銘柄、子育て支援関連銘柄、事業承
継Ｍ＆Ａ（企業の合併・買収）関連銘柄、インバウンド関連銘柄、建設・医療・物流業界の2024年問
題の解決に貢献する銘柄などに注目してまいります。「ＩＰＯ」については、上場前やＩＰＯローン
チ前後におけるエンゲージメントを拡大し、目利き力を活かした銘柄選別を行うことで、受益者のみ
なさまに、より高い成長果実を提供できるように取り組んでまいります。
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ダイワ日本株ニュー・グロース・ファンド（ダイワＳＭＡ専用）

1万口当りの費用の明細

項　　　目
当　期

（2022. 12. 6～2023. 12. 4） 項　　目　　の　　概　　要
金　額 比　率

信 託 報 酬 371円 1. 634％
信託報酬＝当作成期中の平均基準価額×信託報酬率
　　　　　当作成期中の平均基準価額は22, 715円です。

（投 信 会 社） （179） （0. 790）
投信会社分は、ファンドの運用と調査、受託会社への運用指図、基準価
額の計算、法定書面等の作成等の対価

（販 売 会 社） （179） （0. 790）
販売会社分は、運用報告書等各種書類の送付、口座内での各ファンドの
管理、購入後の情報提供等の対価

（受 託 会 社） （12） （0. 055） 受託会社分は、運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価

売買委託手数料 131 0. 575
売買委託手数料＝当作成期中の売買委託手数料／当作成期中の平均受益
権口数
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料

（株 式） （131） （0. 575）

（新株予約権証券） （0） （0. 000）

有価証券取引税 ― ―
有価証券取引税＝当作成期中の有価証券取引税／当作成期中の平均受益
権口数
有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金

そ の 他 費 用 1 0. 005 その他費用＝当作成期中のその他費用／当作成期中の平均受益権口数

（監 査 費 用） （1） （0. 005） 監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用

合　　　　 計 503 2. 215

（注 1）当作成期中の費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は追加、解約によって受益権口数に変動があるため、項目の概要の簡便
法により算出した結果です。

（注 2）各金額は項目ごとに円未満を四捨五入してあります。
（注 3）各比率は 1万口当りのそれぞれの費用金額を当作成期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、小数点第 3位未満を四捨五

入してあります。
（注 4）組み入れているマザーファンドがある場合、売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費用は、当該マザーファンドが支払っ

た金額のうち、このファンドに対応するものを含みます。組み入れている投資信託証券（マザーファンドを除く。）がある場合、
各項目の費用は、当該投資信託証券が支払った費用を含みません。なお、当該投資信託証券の直近の計算期末時点における「 1万
口当りの費用の明細」が取得できるものについては「組入上位ファンドの概要」に表示することとしております。
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ダイワ日本株ニュー・グロース・ファンド（ダイワＳＭＡ専用）

参考情報
■総経費率

当作成期中の運用・管理にかかった費用の総額を、期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（ 1口当り）
を乗じた数で除した総経費率（年率）は1. 64％です。

（注 1） 1万口当りの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。
（注 2）各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。
（注 3）各比率は、年率換算した値です。

総経費率
1. 64％

運用管理費用
（投信会社）
0. 79％

運用管理費用
（販売会社）
0. 79％

運用管理費用
（受託会社）
0. 06％

その他費用
0. 01％

4603_20231204_交_鈴_S.indb   3 2024/01/18   13:58:53
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ダイワ日本株ニュー・グロース・ファンド（ダイワＳＭＡ専用）

 ■主要な売買銘柄
株　　　　式

（2022年12月 6 日から2023年12月 4 日まで）
当　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　期

買　　　　　　　　　　　付 売　　　　　　　　　　　付
銘　　　　　柄 株　数 金　額 平均単価 銘　　　　　柄 株　数 金　額 平均単価

千株 千円 円 千株 千円 円
エスプール  90. 7 52, 715 581 リョービ  44. 3 74, 338 1, 678 
グリムス  19 46, 399 2, 442 Ａｂａｌａｎｃｅ  10. 3 71, 309 6, 923 
リオン  22. 3 44, 287 1, 985 日総工産  68. 7 57, 336 834 
リョービ  31. 8 41, 825 1, 315 ユーピーアール  24. 9 46, 835 1, 880 
日本アクア  47 40, 441 860 ギグワークス  110. 9 44, 841 404 
芝浦機械  12 39, 059 3, 254 ＵＬＳグループ  11. 2 44, 094 3, 937 
エフアンドエム  17. 8 38, 645 2, 171 アトラエ  40. 7 39, 097 960 
アドベンチャー  3. 8 36, 543 9, 616 システムサポート  18. 8 35, 792 1, 903 
アトラエ  45. 6 36, 430 798 アドベンチャー  4. 4 35, 735 8, 121 
ＵＬＳグループ  10. 7 35, 788 3, 344 JBCCホールディングス  16. 7 35, 172 2, 106 
（注 1）金額は受渡し代金。
（注 2）金額の単位未満は切捨て。

 ■株式売買金額の平均組入株式時価総額に対する割合
（2022年12月 6 日から2023年12月 4 日まで）

項　　　　目 当　　　　期
（ａ）期中の株式売買金額 4, 223, 205千円 
（ｂ）期中の平均組入株式時価総額 688, 839千円 
（ｃ）売買高比率 （ａ）／（ｂ） 6. 13 
（注 1）（b）は各月末現在の組入株式時価総額の平均。
（注 2）単位未満は切捨て。

 ■売買および取引の状況
 （1）株　　　　式

（2022年12月 6 日から2023年12月 4 日まで）
買　　　　付 売　　　　付

株　数 金　額 株　数 金　額

国内
千株 千円 千株 千円

1, 612. 6 2, 142, 167 1, 403. 8 2, 081, 037 
（ 24. 7） （ ―） 

（注 1）金額は受渡し代金。
（注 2） （　）内は株式分割、合併等による増減分で、上段の数字には含まれており

ません。
（注 3）金額の単位未満は切捨て。

 （2）新株予約権証券
（2022年12月 6 日から2023年12月 4 日まで）

買　　　　付 売　　　　付
証券数 金　額 証券数 金　額

国内
証券 千円 証券 千円 
― ― 4, 300 1, 567

（ 4, 300） （ ―） （ ―） （ ―） 
（注 1）金額は受渡し代金。
（注 2） （　）内は、割当、権利行使及び権利行使期間満了等による増減分で、上段

の数字には含まれておりません。
（注 3）単位未満は切捨て。
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ダイワ日本株ニュー・グロース・ファンド（ダイワＳＭＡ専用）

 ■利害関係人との取引状況等
 （1）当作成期中の利害関係人との取引状況

（2022年12月 6 日から2023年12月 4 日まで）
決 算 期 当　　　　　　　期

区分 買付額等
A

う ち 利 害
関係人との
取引状況 B

B/A 売付額等
C

う ち 利 害
関係人との
取引状況D

D/C

百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％
株式 2, 142 848 39. 6 2, 081 957 46. 0 
新株予約権証券 ― ― ― 1 1 100. 0 
コール・ローン 8, 314 ― ― ― ― ― 

 （3） 当作成期中の売買委託手数料総額に対する利害関係人
への支払比率

（2022年12月 6 日から2023年12月 4 日まで）
項　　　　目 当　　　　期

売買委託手数料総額（Ａ） 4, 132千円 
うち利害関係人への支払額（Ｂ） 1, 526千円 
（Ｂ）／（Ａ） 37. 0％ 

※ 利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第 1項に規定される
利害関係人であり、当作成期における当ファンドに係る利害関係人とは、大和証
券株式会社です。

（2） 利害関係人である金融商品取引業者が主幹事となって
発行される有価証券

（2022年12月 6 日から2023年12月 4 日まで）

種　　　　　類 当　　　　　期
買　　付　　額

百万円
株式 10
（注 1）金額は受渡し代金。
（注 2）単位未満は切捨て。

■組入資産明細表
国内株式
（上場株式）

銘　　　　柄 期　首 当　期　末
株　数 株　数 評 価 額
千株 千株 千円

建設業（4. 1％）
ウエストホールディングス 0. 8 1. 2 3, 708 
日本アクア ― 23. 8 21, 467 
テスホールディングス ― 10 4, 400 

食料品（0. 1％）
サンクゼール ― 0. 2 548 

化学（4. 3％）
恵和 ― 2 2, 628 
トリケミカル ― 3 11, 010 
ＡＤＥＫＡ ― 3 8, 490 
ＪＣＵ ― 2. 3 8, 878 

医薬品（―）
塩野義製薬 1. 2 ― ― 
ステムリム 6. 7 ― ― 

ガラス・土石製品（0. 9％）
日東紡績 ― 0. 7 3, 038 
ＭＡＲＵＷＡ 0. 1 ― ― 
フジミインコーポレーテッド ― 1. 3 3, 760 

銘　　　　柄 期　首 当　期　末
株　数 株　数 評 価 額
千株 千株 千円

非鉄金属（0. 3％）
大紀アルミニウム 2. 8 2 2, 410 
ＳＷＣＣ 0. 1 ― ― 
リョービ 12. 5 ― ― 

金属製品（―）
高周波熱錬 4. 7 ― ― 

機械（3. 4％）
日本製鋼所 2. 7 ― ― 
芝浦機械 1 6. 5 23, 920 
ＡＩメカテック 0. 2 ― ― 
ヒラノテクシード ― 0. 5 926 

電気機器（10. 4％）
Ａｂａｌａｎｃｅ 5 ― ― 
富士電機 0. 5 ― ― 
明電舎 2 ― ― 
芝浦メカトロニクス ― 1. 5 9, 555 
ダイヘン 0. 8 ― ― 
サクサホールディングス ― 7 18, 389 

銘　　　　柄 期　首 当　期　末
株　数 株　数 評 価 額
千株 千株 千円

SANTEC HOLDINGS ― 2. 7 8, 991 
リオン ― 10. 7 23, 647 
エンプラス ― 1. 1 14, 575 
輸送用機器（2. 0％）
三菱ロジスネクスト ― 11 14, 773 
精密機器（0. 4％）
インターアクション ― 3 2, 997 
電気・ガス業（―）
リニューアブル・ジャパン 14. 5 ― ― 

陸運業（0. 5％）
セイノーホールディングス ― 1. 8 3, 773 

情報・通信業（24. 5％）
NECネッツエスアイ 2. 7 ― ― 
システナ ― 13 3, 822 
デジタルアーツ ― 0. 5 2, 377 
手間いらず 0. 1 5. 3 13, 727 
ラクーンホールディングス ― 2. 7 1, 992 
ソフトクリエイトHD 0. 1 ― ― 
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ダイワ日本株ニュー・グロース・ファンド（ダイワＳＭＡ専用）

銘　　　　柄 期　首 当　期　末
株　数 株　数 評 価 額
千株 千株 千円

三菱総合研究所 0. 2 ― ― 
アイスタイル 0. 2 8. 8 3, 960 
エムアップホールディングス 8 2 2, 040 
エニグモ 0. 1 12 4, 620 
メディアドゥ ― 7 10, 248 
ソフトウェア・サービス ― 0. 3 2, 814 
テクマトリックス 0. 7 ― ― 
GMOグローバルサインHD 0. 1 ― ― 
ＵＬＳグループ 1. 8 1. 3 5, 518 
ｅＢＡＳＥ 1 8 6, 528 
アバントグループ 0. 1 ― ― 
アドソル日進 ― 1. 2 1, 924 
アイル 1. 8 ― ― 
クラウドワークス 3. 8 12. 7 15, 557 
ネオジャパン 6 ― ― 
ラクス 5. 8 0. 5 1, 348 
UBICOMホールディングス ― 8 13, 784 
オロ 0. 3 ― ― 
プラスアルファ・コンサルティン 1. 5 4. 5 12, 127 
電算システムＨＤ 0. 1 ― ― 
ヤプリ 0. 2 ― ― 
APPIER GROUP 1. 5 3. 7 6, 105 
スパイダープラス 0. 1 0. 5 311 
エクサウィザーズ 2. 8 ― ― 
プロトコーポレーション 7 ― ― 
インフォコム 1. 2 ― ― 
応用技術 ― 4. 7 7, 675 
シンプレクスＨＤ 0. 8 ― ― 
セーフィー ― 5 4, 250 
システムサポート 6. 3 ― ― 
トビラシステムズ 4. 5 ― ― 
バルテス・ホールディングス ― 7 6, 916 
CHATWORK ― 16 9, 008 
ギフティ 3 ― ― 
HENNGE 6. 5 ― ― 
ＪＭＤＣ 0. 1 ― ― 
サイバーセキュリティクラウド ― 0. 8 1, 762 
コマースONEHLDGS 0. 2 ― ― 
サイバートラスト 1. 8 ― ― 
フューチャー 2 1. 6 2, 924 
ＳＢテクノロジー 0. 7 ― ― 
オービックビジネスＣ 0. 7 1. 5 10, 387 
オリコン 7 ― ― 
電通国際情報Ｓ 0. 3 ― ― 
インテリジェント ウェイブ ― 6. 3 6, 766 
ネットワンシステムズ 1. 7 ― ― 
ＢＩＰＲＯＧＹ 1. 6 0. 3 1, 291 
都築電気 ― 2. 7 5, 694 
ファイバーゲート 0. 1 ― ― 
ピー・シー・エー ― 3 3, 498 

銘　　　　柄 期　首 当　期　末
株　数 株　数 評 価 額
千株 千株 千円

シーイーシー 1. 5 4. 7 8, 530 
JBCCホールディングス 6 ― ― 

卸売業（2. 4％）
グリムス ― 7 13, 475 
松田産業 ― 1. 5 3, 814 

小売業（1. 3％）
アスクル 0. 1 ― ― 
くら寿司 0. 1 ― ― 
Ｈａｍｅｅ 0. 1 ― ― 
ネクステージ 0. 2 ― ― 
ＢＥＥＮＯＳ 1. 6 1 1, 475 
ウイルプラスHLDGS 4. 2 ― ― 
ワークマン ― 0. 8 3, 672 
交換できるくん ― 1. 8 3, 925 
シルバーライフ 0. 3 ― ― 

保険業（1. 2％）
ライフネット生命保険 7. 7 7. 7 8, 454 

その他金融業（3. 1％）
イー・ギャランティ 2. 4 12. 2 22, 838 

不動産業（3. 9％）
SRE ホールディングス ― 5. 2 14, 445 
ケイアイスター不動産 1. 7 0. 7 2, 390 
ティーケーピー 4. 2 5. 7 11, 303 
テンポイノベーション 10 ― ― 
霞ヶ関キャピタル 0. 1 ― ― 

サービス業（37. 1％）
ジェイエイシーリクルートメント 0. 7 ― ― 
メンバーズ 3. 5 3. 5 3, 871 
ＵＴグループ ― 3. 8 8, 462 
ケアネット 6. 3 0. 5 402 
リンクアンドモチベーション 0. 2 0. 2 117 
ギグワークス 32 ― ― 
ディップ 0. 1 0. 8 2, 476 
キャリアデザインセンター 0. 1 ― ― 
エスプール 0. 2 52. 8 21, 014 
WDBホールディングス 0. 5 ― ― 
バリューコマース 0. 1 ― ― 
インフォマート ― 18 8, 442 
セプテーニHLDGS 0. 1 ― ― 
シーティーエス ― 3 1, 971 
エフアンドエム 0. 1 7. 5 15, 562 
エン・ジャパン 0. 1 1. 5 3, 859 
弁護士ドットコム ― 0. 5 2, 350 
アドベンチャー 0. 6 ― ― 
ベクトル 0. 2 7. 3 7, 730 
チャームケアコーポレーション 1. 8 8. 7 10, 144 
ＩＢＪ 4. 2 1. 7 1, 251 
ライドオンエクスプレスHD 0. 8 ― ― 
ERI ホールディングス ― 1. 5 2, 583 
シグマクシス・ホールディンク 5. 5 10 12, 700 

銘　　　　柄 期　首 当　期　末
株　数 株　数 評 価 額
千株 千株 千円

エラン ― 6. 8 6, 902 
アトラエ 0. 1 5 3, 465 
ストライク 0. 1 3. 3 11, 880 
ソラスト 4. 8 3. 8 2, 230 
セラク 3. 5 ― ― 
インソース 0. 7 ― ― 
ベイカレントコンサルティング 1 0. 2 955 
アイモバイル 0. 1 37 16, 946 
グリーンズ ― 10. 7 20, 768 
ミダックホールディングス 0. 7 ― ― 
日総工産 23 ― ― 
マネジメントソリューションズ 4. 1 0. 7 1, 995 
コプロ・ホールディングス ― 0. 2 292 
ギークス 9. 7 ― ― 
日本ホスピスHLDGS ― 6. 5 14, 040 
ユーピーアール 8. 3 ― ― 
NEXTONE 1. 5 ― ― 
ポピンズ 7. 5 1. 7 1, 973 
リログループ 0. 8 11. 7 17, 743 
ナレルグループ ― 9. 2 23, 938 
トライト ― 18 10, 746 
ライズ・コンサルティング・ク ― 10 9, 500 
GREEN EARTH INST 0. 3 0. 2 137 
ＩＮＦＯＲＩＣＨ ― 2 10, 240 
M&A総研ホールディング ― 3. 3 12, 556 
ジャパニアス 2 ― ― 

千株 千株 千円

合計
株 数、 金 額 305. 6 536. 1 724, 438 

銘柄数＜比率＞ 108銘柄 95銘柄 ＜96. 2％＞ 

（上場予定株式）
銘　　　　柄 期　首 当　期　末

株　数 株　数 評 価 額
千株 千株 千円

情報・通信業（0. 2％）
  ＱＰＳ研究所 ― 3 1, 170

千株 千株 千円

合計
株 数、 金 額 ― 3 1, 170 

銘柄数＜比率＞ ― 1 銘柄 ＜0. 2％＞ 

（注 1） 銘柄欄の（　）内は国内株式の評価総額に対する
各業種の比率。

（注 2） 合計欄の＜　＞内は、純資産総額に対する評価
額の比率。

（注 3）評価額の単位未満は切捨て。
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ダイワ日本株ニュー・グロース・ファンド（ダイワＳＭＡ専用）

 ■資産、負債、元本および基準価額の状況
2023年12月 4 日現在

項　　　　　目 当　　期　　末
（Ａ）資産 783, 572, 161円

コール・ローン等 30, 968, 752  
株式（評価額） 725, 608, 750  
未収入金 24, 759, 299  
未収配当金 2, 235, 360  

（Ｂ）負債 30, 303, 056  
未払金 25, 105, 445  
未払信託報酬 5, 180, 324  
その他未払費用 17, 287  

（Ｃ）純資産総額（Ａ－Ｂ） 753, 269, 105  
元本 294, 921, 023  
次期繰越損益金 458, 348, 082  

（Ｄ）受益権総口数 294, 921, 023口
1 万口当り基準価額（Ｃ／Ｄ） 25, 541円

＊ 期首における元本額は230, 255, 278円、当作成期間中における追加設定元本額は
481, 772, 601円、同解約元本額は417, 106, 856円です。
＊当期末の計算口数当りの純資産額は25, 541円です。

 ■損益の状況
当期  自 2022年12月 6 日  至 2023年12月 4 日

項　　　　　目 当　　　　期
（Ａ）配当等収益 8, 182, 734円

受取配当金 8, 196, 601
その他収益金 349
支払利息 △ 14, 216

（Ｂ）有価証券売買損益 104, 524, 215
売買益 256, 935, 396
売買損 △ 152, 411, 181

（Ｃ）信託報酬等 △ 11, 613, 983
（Ｄ）当期損益金（Ａ＋Ｂ＋Ｃ） 101, 092, 966
（Ｅ）前期繰越損益金 7, 563, 908
（Ｆ）追加信託差損益金 349, 691, 208
（配当等相当額） （ 232, 710, 953）
（売買損益相当額） （ 116, 980, 255）

（Ｇ）合計（Ｄ＋Ｅ＋Ｆ） 458, 348, 082
次期繰越損益金（Ｇ） 458, 348, 082
追加信託差損益金 349, 691, 208
（配当等相当額） （ 232, 710, 953）
（売買損益相当額） （ 116, 980, 255）
分配準備積立金 108, 656, 874

（注 1） 信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて表示しておりま
す。

（注 2） 追加信託差損益金とは、追加信託金と元本との差額をいい、元本を下回る
場合は損失として、上回る場合は利益として処理されます。

（注 3） 収益分配金の計算過程は下記「収益分配金の計算過程（総額）」をご参照
ください。

■収益分配金の計算過程（総額）
項 目 当 期

（ａ）経費控除後の配当等収益 7, 339, 559円
（ｂ）経費控除後の有価証券売買等損益 91, 487, 092　
（ｃ）収益調整金 349, 691, 208　
（ｄ）分配準備積立金 9, 830, 223　
（ｅ）当期分配対象額（ａ＋ｂ＋ｃ＋ｄ） 458, 348, 082　
（ｆ）分配金  0　
（ｇ）翌期繰越分配対象額（ｅ－ｆ） 458, 348, 082　
（ｈ）受益権総口数 294, 921, 023口

 ■投資信託財産の構成
2023年12月 4 日現在

項　　　　　目 当　　　期　　　末
評　価　額 比　　 率

千円 ％
株式 725, 608 92. 6 
コール・ローン等、その他 57, 963 7. 4 
投資信託財産総額 783, 572 100. 0 
（注）評価額の単位未満は切捨て。

  《お知らせ》
  ■信託期間の延長について
　信託期間終了日を2024年12月 4 日から2029年12月 4 日に変更する予定です。
　（変更実施日：2024年 2 月21日）

13


	当ファンドの仕組み
	最近5期の運用実績
	運用経過
	基準価額等の推移について
	投資環境について
	前作成期末における「今後の運用方針」
	ポートフォリオについて
	ベンチマークとの差異について
	分配金について

	今後の運用方針
	1万口当りの費用の明細
	参考情報
	その他の計理データ
	《お知らせ》


<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


